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高齢 者 の生活 環 境と 健康・ 食生 活Ｋ つい て の総合的研究（ 第３報 ）そ の２
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Ｉ 目的 、 ｎ方 法はそ の１ と同 じ である･。　　　　　　　　　　 ■　　　　　■■　　　　　　　
■

Ⅲ結果(1) 長寿 者:65 歳以 上 の人 口に 占め る80  歳以 上の 人の割合を長寿率 と規定すると、今

回のB  地区 の長寿 者は 男15.8 56、女22.6  価と 左り、全 国 比に比 べてか 左!）高率である。

（2) 高齢 者の年 齢 別構成:  B 地区 の 高齢 者年 齢別 比率 をみる と.    65～73 歳までは男が女を

上回っ てい る が、そ れ以 降 の各年 齢段階 では、 女 が男 を上回ってい る。特に85 歳以上では

男3.3  価に対し て女9.1  価と高率を示し、 女 の方 が長 寿で あるこ との一端がうかがえる。

(3) 事例： ケ ース１　 男（ ｏ・u ）8^ 歳、現在海老網を業 としている。血圧130 ～70"i タヽ Hb

13.0 ／̂cK。日常摂取する食品数は 多く、塩辛いものは好ま*  い 。ケース2　 男（S ・S ）83歳 、土

木業。血圧156 ～90miHsr、Hbl3.4 9／かと正常。一人暮しであるか、 好嫌 攻く何ん でも好んで食

べる。ケース3　 女（Ｔ・A ）94 歳。　海 浜地区 で は最 高年 歳者である。 10年 前までは農業をし

てい た。 腰は 曲っ てい るか 、一 人で 調 査に も参 加し、 階段の昇降もできる 。家族は87 歳の

妹 と二人 暮し 。 念仏 講には 月K  2 ～３ 回出かけ る。　自由 痙時間は 自家野菜を作っている。

その他、本対象地区 の高齢者の事例を示し、 そ の特 質Ｋ ついて論究する。

（4） 高 齢者 の特 徴： ①家 族や 近隣 との 人伺･関 係 が円 満であ 夕, 精神的 匹安 定している。（2）

よく働 き、 経済的 自 立が確 立 してい る 。 ③食生 活は 海産物を豊 富に食し、栄養的 に良好で

ある 。 ④身 体状況K つ い ては、 体位 は全 国平 均 を上 回り、血液性状は良好である 。　しかし、

血圧 は正 常 域に ある ものは！ 割の みで 、血圧 の コ｡ント ロ ールを必要とする ものが過半数で

ある。⑤早 寝早 起を 常 とし 、 食 事は3   Ik規 則正 し く摂っているなどか明らかと左った。
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私果　 母ヒ 手^ 味覚識別能 を正客卑でおやじ塩味!   (塩化滅al け 擁度） と各塩昧わら

計･z" .   子のiE.簒奪 が`母』=リ肩意 に高い。ニり舶 果は集団巳レ マ升た時 、塩味1才加齢 と共に

味覚≪識別 能力が弟豆 するとオんられ母ヽと子・ 家旅向でり相 異名認あた。四源味 や他の三
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子について勢報 皆t る、


